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Ⅲ .研究方法  
1.デザイン：質的記述的デザイン   
2.方法：半構成的面接  
3.研究期間： 2015 年 9 月～ 10 月  
4.研究対象者  
吸引カテーテルを使用する吸引術を初めて経
験する患児・母親 3 名。  
A さんの児： 1 才 7 カ月、気管支炎にて入院。
第 1 子男児。 2 日目まで吸引を実施、 6 日目で
退院。  
B さんの児：0 歳 4 カ月、RS 細気管支炎にて入
院。第 2 子女児。 6 日目まで吸引を実施、 8 日
目で退院。  
C さんの児：1 才 0 カ月、RS 気管支炎にて入院。










































































































































































































Ⅶ．研究の限界   
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